
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ミライキカクは、「平成 28年 小櫃地区成人を祝う集い」をきっかけに立ち上がった

団体です。現在は、高校生から 20代までの若者 30名程が活動しています。 

 若者の視点を大切にしながら、地域の方々へ恩返しや、子ども達（未来の地域の担い

手）が、自分達と同じように小櫃が大好きになるように、故郷「小櫃」の活性化と地域

の交流の場作りを目指し、様々な行事を企画しています。 

 ミライキカクでは、「顔が見える交流」を大切にしています。地域の人達との交流は

もちろんのこと、住む場所が離れている人とも交流ができるイベント作りを通じて、誰

もが“身近な人”になれることを目指しています。 

 公民館では、８月２７日（日）に行われた「お化け屋敷とお化け横丁へ行こう！」の

支援を行い生ました。当日は３００名近くの来場者があり、ひと夏の思い出の一ページ

となったのではないでしょうか 

ダンボール迷路の準備です！ ダンボール迷路の完成！ 看板も手作りです！ 一つ一つ心を込めて・・・ 

お化けのウェルカムボード お化け屋敷の会場づくり 南崎さんによるお茶のご指導 当日はお茶体験のおもてなし 

青少年相談員さんの模擬店 めんどりの会さんのケーキ ブックママさんによる読み聞かせ 子どもたちも楽しそう！ 

テレビの取材もきました 等身大（？）のダンボー出現 ビンゴ大会もしました みなさんお疲れ様♪ 


